
　
宗
教
法
人
興
福
寺
境
内
墓
地
「
梅
花
苑
」　
管
理
規
定

第
一
章 

総
則

（
目
的
）

第
一
条　
　

本
規
約
は
、
宗
教
法
人
興
福
寺
（
以
下
、
当
寺
と
い
う
）
が
、
滋
賀
県
東
近
江
市
の
興
福
寺
寺
域
内
に
設
置

す
る
境
内
墓
地
（
以
下
、
こ
の
墓
地
と
い
う
）
の
管
理
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
、
円
滑
な

管
理
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
管
理
者
）

第
二
条　
　

こ
の
墓
地
は
当
寺
住
職
（
代
表
役
員
）
が
管
理
す
る
。

（
使
用
者
資
格
）

第
三
条	

こ
の
墓
地
の
使
用
者
は
、
当
寺
の
「
檀
家
（
花
園
会
員
）」
お
よ
び
「
信
徒
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
管
理
者

の
判
断
に
よ
っ
て
、
特
別
に
使
用
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
と
す
る
。

第
四
条	

前
条
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
を
認
め
ら
れ
た
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
宗
旨
に
関
わ
ら
ず
使
用
で
き
る
が
、
こ

の
墓
地
の
祭
祀
は
管
理
者
で
あ
る
当
寺
住
職
が
行
な
う
を
原
則
と
す
る
。

　
　
　

２	

こ
の
規
約
制
定
前
か
ら
こ
の
墓
地
を
使
用
す
る
者
は
、
規
約
制
定
後
は
、
こ
の
規
約
に
従
っ
て
使
用
を
継

続
す
る
。

（
権
利
の
譲
渡
の
禁
止
）

第
五
条	

こ
の
墓
地
の
使
用
権
は
家
系
相
続
者
以
外
に
譲
渡
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
管
理
者
が
止
む
を
得
な
い

事
情
を
認
め
た
時
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
の
申
請
と
許
可
）

第
六
条　
　

こ
の
墓
地
の
使
用
を
新
規
に
希
望
す
る
者
は
、管
理
者
に
申
し
出
て
使
用
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
管
理
者
が
必
要
に
応
じ
て
求
め
る
書
類
等
が
あ
れ
ば
、
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
骨
の
条
件
）

第
七
条	

こ
の
墓
地
に
は
、
原
則
と
し
て
遺
骨
以
外
は
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
使
用
料
）

第
八
条	

こ
の
墓
地
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
管
理
者
に
使
用
料
を
納
め
る
。
金
額
は
別
に
定
め
る
と
お
り
と

す
る
。

（
管
理
料
）

第
九
条	

こ
の
墓
地
を
使
用
す
る
「
信
徒
」
は
、
別
に
定
め
る
管
理
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

２	

管
理
料
は
、
毎
年
二
月
末
日
ま
で
に
、
管
理
者
の
指
定
す
る
講
座
へ
の
振
り
込
み
、
ま
た
は
管
理
者
へ
持

参
し
て
納
付
す
る
。

　
　
　

３	

管
理
者
は
社
会
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
使
用
料
や
管
理
料
を
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章　

墓
地
の
管
理
等

（
管
理
者
に
よ
る
改
葬
）

第
十
条	

次
の
場
合
、
管
理
者
は
使
用
者
の
使
用
許
可
を
取
消
し
、
墓
地
を
他
地
ヘ
改
葬
又
は
無
縁
塔
に
合
祀
し
跡

地
を
返
還
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

⑴ 

信
仰
の
相
違
か
ら
他
宗
教
に
更
め
た
時
、
又
当
寺
が
祭
祀
の
行
事
を
拒
否
す
る
宗
教
に
転
宗
し
た
時
。

⑵ 

使
用
者
が
管
理
料
を
五
年
以
上
支
払
わ
な
い
場
合
、
続
い
て
そ
の
後
三
年
を
経
過
し
て
申
し
出
の
な

い
時
。



⑶ 

目
的
以
外
に
使
用
し
た
時
。

⑷ 

本
規
約
に
違
反
し
た
り
、
使
用
を
認
め
る
に
相
応
し
く
な
い
行
為
を
行
な
い
、
管
理
者
が
改
善
を
求

め
た
に
も
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
。

（
遺
骨
等
の
返
還
）

第
十
一
条	
前
条
の
規
定
に
よ
り
改
葬
を
行
な
っ
た
場
合
は
、
改
葬
し
た
遺
骨
等
に
つ
い
て
、
後
か
ら
返
還
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

（
使
用
権
の
返
還
）

第
十
二
条	

使
用
者
が
こ
の
墓
地
の
使
用
権
を
返
還
す
る
と
き
は
、
予
め
管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

２	

前
項
の
場
合
、
如
何
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
使
用
料
や
管
理
料
等
は
返
還
さ
れ
な
い
。

　
　
　

３	

使
用
権
の
返
還
に
伴
い
、
改
葬
や
墳
墓
撤
去
等
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
使
用
者
の
責
任
で
こ
れ
を
行

な
う
。

（
使
用
権
の
継
承
）

第
十
三
条　

死
亡
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
祭
祀
を
主
宰
す
る
者
（
家
系
相
続
者
）
が
変
更
の
時
、
次
の
祭
祀
を
主
宰
す

る
者
（
家
系
相
続
者
）
が
申
し
出
て
管
理
者
の
許
可
を
受
け
て
承
継
す
る
。

（
使
用
者
の
義
務
）

第
十
四
条	

使
用
者
は
、
以
下
の
義
務
を
必
要
と
す
る
。

⑴ 

使
用
者
が
理
骨
す
る
時
、
墓
地
埋
葬
取
締
条
例
並
び
に
法
律
及
公
序
良
俗
の
慣
習
に
従
う
こ
と
。

⑵ 

使
用
者
が
埋
骨
す
る
時
、火
葬
（
埋
葬
）
許
可
証
又
は
改
葬
許
可
証
を
添
え
管
理
者
に
届
け
出
る
こ
と
。

⑶ 

使
用
者
は
埋
骨
時
に
遺
骨
故
人
の
死
亡
年
月
日
、
法
名
、
俗
名
、
続
柄
、
生
年
月
日
を
管
理
者
に
届

け
出
る
こ
と
。

⑷ 

使
用
者
が
本
籍
又
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
変
更
し
た
時
、
直
ち
に
届
け
出
る
こ
と
。

⑸ 

墓
地
の
工
作
物
の
構
築
及
改
修
す
る
時
は
、
使
用
者
の
負
担
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
前
に
設
計
内
容

を
明
示
し
て
管
理
者
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
。

⑹ 

墓
塔
の
高
さ
（
基
礎
を
含
む
）
は
、
一
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
限
度
と
す
る
。
但
し
、
旧
来
の
墓
地

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
区
画
は
、
管
理
人
が
定
め
る
も
の
に
よ
る
。

⑺ 

そ
の
他
、
墓
石
等
の
工
事
に
関
し
て
は
（
業
者
も
含
め
）
事
前
に
管
理
者
と
相
談
の
上
進
め
る
こ
と
。

⑻ 

墓
地
使
用
者
は
、
墓
地
内
の
清
浄
を
保
ち
他
の
墓
地
の
尊
厳
を
害
し
、
又
、
管
理
者
の
許
可
な
く
し

て
植
樹
、
構
築
物
等
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
事
故
・
不
測
の
事
態
等
）

第
十
五
条　

墓
地
使
用
中
に
生
じ
た
事
故
、
天
災
に
よ
る
墓
石
の
損
傷
等
、
管
理
者
の
責
に
帰
さ
な
い
損
害
に
つ
い
て

は
、
管
理
者
は
賠
償
の
責
を
負
わ
な
い
。

（
規
約
に
定
め
な
き
事
項
）

第
十
六
条	

本
規
約
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
管
理
者
と
使
用
者
が

誠
意
を
も
っ
て
解
決
を
は
か
る
こ
と
と
す
る
。

（
規
約
の
変
更
）

第
十
七
条	

本
規
約
の
修
正
加
除
の
必
要
が
生
じ
た
時
は
、
当
寺
責
任
役
員
会
の
議
決
に
よ
り
行
な
う
。

付
則

	

⑴　

本
規
約
は
令
和
二
年
二
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。


